
               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係者各位 

 

富士の介の機能性成分等に関する共同研究に係る 

基本合意書締結式について 

 

＜内容＞ 

 ○趣  旨  山梨県のブランド魚である富士の介の更なるブランド化を図るため、世界

初となる富士の介によるエクソソーム等の機能性成分の探索とその利用方

法の開発に関する共同研究について、県と国際スペースメディカル株式会社

で、基本合意書を締結します。 

  

 ○日  時 令和２年１２月１８日（金） 午前１１：００～１１：３０ 

       ※受付は１０時３０分～ 

      

 ○開催場所 都道府県会館 ４階 ４０１会議室  

（東京都千代田区平河町２丁目６－３）  

 

 ○出 席 者 山梨県知事Ａ長崎 幸太郎 

       国際スペースメディカル株式会社 

         宮戸 みつる CEO最高経営責任者 

落谷 孝広 CSO最高化学責任者（日本エクソソーム協会会長） 

（※エクソソームの第一人者で世界的権威） 

 

 ※ エクソソームとは、細胞から分泌される直径 50～150ナノメートルのメッセージカプ

セルで、マイクロＲＮＡを包み、生命維持のための膨大な情報を細胞間で伝達するもの。 

   感染性病原体や腫瘍に対する適応免疫応答の媒介、組織修復、神経伝達や病原性タン

パク質の運搬などの役割を持つことが示唆されています。（詳細は別添資料参照） 

 

 ※ 解禁付き理由 

締結の相手方である国際スペースメディカル株式会社の意向により、12 月 18 日 

（金）の締結式終了まで、報道はお控えいただけますようお願いいたします。 

 

※ なお、当日の問い合わせは、食糧花き水産課 高橋（090-3068-8557）まで。 

 

Press Release 

令和２年１２月１５日 

山梨県 農政部食糧花き水産課 

課長 近藤 隆 

電話 055-223-1610 (内線 5300) 

  

報道解禁：令和 2 年 12 月 18日（金）締結終了後 



               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地下鉄 有楽町線・半蔵門線 「永田町駅」５番出口から地下鉄連絡通路を経て徒歩約１分 

・地下鉄 南北線 「永田町駅」９番ｂ出口から地下鉄連絡通路を経て徒歩約１分 

・地下鉄 丸の内線・銀座線 「赤坂見附駅」から徒歩約５分 

 



               
 

（別添資料） 

エクソソームとは 

 

Exosome（エクソソーム・エキソソーム）とは、ほとんどの細胞で分泌される直径 50 ～ 150

ナノメートルのメッセンジャーカプセル（膜小胞）で、体を流れる１cc あたり 100 兆個の

メッセージ物質です。 

これまで、人の臓器は、脳が出す命令によって活動していると考えられてきましたが、実

はエクソソームが臓器同士のやり取りを担っていることが判明しました。 

常に体内では、エクソソームによって臓器同士（細胞同士）が膨大なやり取りを繰り返す

ことで、生命の維持が保たれています。 

また、エクソソームがどんなメッセージを持っているかを調べることによって、体内で起

きている病気の兆しを発見することも可能となります。 

                     ＜出展：国際スペースメディカル(株)＞ 
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